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広 報 連 絡 
 

１ 件   名  令和４年度下水道ＢＣＰ（業務継続計画）訓練を実施します 

 

２ 趣   旨    下水道河川局では、地震・津波で被災した下水道施設の早期

復旧に向けた緊急点検・応急復旧等の手順を示した下水道ＢＣ

Ｐ（業務継続計画）を策定し、毎年訓練を実施しており、今年

で第８回目の訓練になります。 

今回の訓練では、シナリオ（発災６時間後・３日後等）を設

定し、プレーヤーの行動に応じた状況付与を随時追加して与え

ることで、より実践に近い訓練を行い、さらなる災害対応能力

の向上を目指します。 

また、テレビ会議システムを活用して、拠点の離れた旭西排

水センターや岡東浄化センターと情報共有し、新型コロナウィ

ルス感染防止対策を行いながら、３密を避けて訓練を実施しま

す。 

 

３ 日   時 令和５年１月１８日（水）８時３５分～１６時 

 

４ 場   所 岡山市役所分庁舎５階会議室 

市内各下水道施設 

 

 

５ 内   容  裏面資料のとおり 

 

 

 



令和４年度下⽔道BCP（業務継続計画）訓練の実施について

•日 時 令和５年１⽉１８日（⽔） ８︓３５〜１６︓００
•場 所 岡山市役所 分庁舎 5階会議室、市内各下⽔道施設

 下⽔道河川局では、地震・津波で被災した下⽔道施設の早期復旧に向けた緊急点
検・応急復旧等の⼿順を⽰した下⽔道ＢＣＰを策定し、毎年訓練しています（今回
で８回目） 。

 訓練のシナリオ（発災６時間後・３日後等）を設定し、ロールプレイング方式で状況
付与することで、より実践に近い訓練を⾏い、災害対応能⼒の向上を目指します。

 今回の訓練では、前年度同様TV会議システムを活⽤し、新型コロナウィルス感染防⽌
対策を⾏いながら、３密を避けて訓練を実施します。

訓練実施日

訓練のシナリオを設定し、３密を避け、実践的な状況付与による下⽔道ＢＣＰ訓練

処理場・ポンプ場の被災調査

訓練内容
下⽔道の被災を想定・ロールプレイング方式でシナリオを設定した訓練

コントローラー（訓練を仕掛ける側） プレイヤー（訓練を受ける側）

報告

状況付与

シナリオ
発災からの
経過時間

１ ６時間後

２ ２４時間後

３ ３日後

４ ７日後 テレビ会議システムの活⽤

管路被害の測量調査

• ロールプレイング方式の
訓練

• 下⽔道施設の被災な
どの状況を付与。

• 状況付与への対応を
検討。

• 検討結果を報告。
• 報告内容に対して指

摘。

• ４つのシナリオを設
定し、訓練の状況
を変化。

• 被災後の状況変
化にも対応できるよ
う訓練。

• 下⽔道河川局独
自のテレビ会議シス
テムを活⽤。

• 離れた施設の職員
とも情報共有。


